
久美浜学舎だより
発行・お問合せ 京都府立丹後緑風高等学校久美浜学舎

〒629-3444 京丹後市久美浜町橋爪65番地
TEL 0772-82-0069 FAX 0772-82-0690

HP Instagram 学校紹介動画

Vol.３（７月号）

令和７年７月14日 発行

球技大会

３年 VS ２年３年 VS ２年

５月30日に球技大会を行いました。球技大会までは放課後に自主練習をしているチームも
あり、万全の状態で当日を迎えることができました。当日は、勝つために声を掛け合うこと
や学年を超えて応援し合う姿も見ることができ、良い大会になりました。

吹奏楽部♪
吹奏楽部に１年生２名が高校から初めて入部し
頑張っています！
学舎間バスがある日には、網野学舎に行って、
みんなで練習しています！

パーカッションは、沢山
の楽器を扱わないといけ
ないのが大変なので練習
を頑張っています。
ティンパニをたたくのが
楽しい！

志水優芽
(１年・網野中)

ホルンをしています。
音程を合わせるのが
難しいので、練習を
頑張っています。
難しいけど楽しい！

福島梛茅
(１年・網野中)

主権者教育

６月11日に、今年度成人を迎える３年生を対象に、地歴・公民科の教諭より主権者教
育が行われました。投票することの大切さから、投票用紙が丈夫かつ開票しやすいよう
になっていることまで、実際に模擬投票を行いながら幅広く学びました。

薬物乱用防止教室

５月28日に、薬物乱用防止教室を開催し、本校の学校薬剤師でDJもされている船戸一晴
さんに「自分らしさを守る」というテーマで、講演していただきました。依存しないため
に、自分らしさを守るために、どうしたら良いのかを教えていただきました。

模擬投票



アグリサイエンス科通信 みらいクリエイト科通信
農商連携合同田植え みらい探究

久美浜湾博2025が開催されました！

今年度も農商連携としてアグリサイエンス科の１年生と、網野学舎企画経営科の１年生
が手植えによる田植えを行いました。秋には合同の稲刈りを計画しています。そのお米を
「丹後緑風高校農商連携米」として販売実習などで販売していきたいと思います。

６月15日に行われた久美浜湾博で食品コースの生徒４名が販売実習を行いました。当
日の朝に製造したホットドッグ50個とフレンチトースト36個、生産コースが育てたミニ
トマトとミディトマトを販売しました。2時間余りで完売するほど大盛況でした。

１年生は、探究学習の意味・意義、その基礎となる思考や記録のし
かたなどを学びます。２年生からは、それぞれが探究テーマを見つけ
出して探究していきます。１学期は、いろいろな取組をされている地

域の方々から地域の課題を発見し、解決方法を模索されている具体的な話を聞くことで、今後
のテーマを見つけ出すヒントにしていこうと取り組みました。

〇ビジネスアイデアの
発想に関する講座

〇アロマの蒸留体験

〇ツリーハウス＆日本海を学ぶ（シーカヤック）出張授業

〇川上地区むらづくり計画に伴う
課題や地区解決に向けた取組

〇久美浜町の地域課題と
地域資源・地域産業の活用

みらい探究Ⅱ(２年生)

グループディス
カッションを通
じてビジネスで
のアイデア発想
を学びました。

〈日本政策金融公庫京都創業支援
センター上席所長代理藤本聖様〉

〈川上自治振興会自治会長
白岩美芳様〉

〈京丹後市久美浜市民局局長
中川恭一様〉

〈川上あおいろの会
藤本範子様〉

久美浜町の課題や
資源について学び、
安心して住み続け
るための話し合い
をしました。

川上地区のむら
づくり計画や取
組について学び、
安心して住み続
けるための話し
合いをしました。

地域資源を活用したアロマ事業による課題解決や新規ビジネス創出
の取組方や展望を伺い、理科の実験道具を使用したアロマの蒸留体験
をしました。

シーカヤック＆ツリーハウス体験を通じて、地域資源に対する興味を深め、やりたいこ
との具現化や地域課題の発見・解決につなげる学習を行いました。

私にとって田んぼは、お
ばあちゃんの家の近くに広
がる風景というぐらいのも
のでした。実際田んぼに入
り手植えをすると、自分が
つけた足の跡に苗を植えて
しまい浮いてくる苗もあっ
て難しい作業なんだなと感
じました。

１年女子

製造と販売をしてみて
販売の方が難しかったで
す。「ぜひ来てください、
待ってます！」とマイク
を使ってアナウンスしま
した。その後、沢山のお
客さんに来て頂いて完売
できてとても嬉しかった
です。

安逹あかね
(３年・久美浜中)

みらい探究Ⅲ(３年生)
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